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Abstract 
Two s pecies ofbrachio pods are occurred from the Cretaceous (u pper Albian - Cenomanian) Goshoura Grou p in the 

Goshourajima and Shishijima Islands, Kyushu, southwest Japan. The mode of occurrence and the sedimentary faces 
were analyzed for one of these s pecies. The shallow marine molluscan association, such as Pterotrigonia (Pterotrigonia) 
pustulosa, Turritella s p., including the brachio pod is found from very fine-grained sandstone which is mainly 
com posed the shell lenses, the flat shell beds, the hummocky cross stratified (HCS) sandstone and the bioturbated 
muddy sandstone. The five s peciments had gathered in one place. Most of s peciments had the pedicle foramen below 
on the shell beds. These occurrences imply that these brachiopods were attached with the pedicle to shell bed to form 
their colony in the inner shelf. 
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はじめに
九州西部に位置する熊本県天草市御所浦島や鹿児

島県出水郡長島町獅子島（図I), 伊唐島， 長島な
どには白亜系御所浦層群が分布し（松本， 1938; 

Tamura et al., 1967 ;山本・速水， 1971.;田代・松田，
1984;岩崎・坂本， 1981; 塚脇， 1995; Komatsu, 
1999 ;大塚，2000; Komatsu and Maeda, 2005 など），
産出するアンモナイト化石から， その地質年代はア
Jレビアン末期か らセノマニ アンと さ れ て い る
(Matusmoto, 1960 ; Matsumoto and Tashiro, 1975 ; 
Komatsu and Maeda, 2005). 御所浦層群は， 陸成か
ら浅悔成の堆積相を示し， 恐竜やカメなどの脊椎動

物化石や貝類などの軟体動物の化石が豊富に産出す
る． 中でも， トリゴニア類は特徴的であり， 一部干
潟域を含む浅海域の多様な環境に適応しており多産
する（江原，1922, 1923 ; Yehara, 1923 ; Nagao, 1930 ; 

Nakano, 1958 ; Nakano and Numano, 1961 ; Tamura, 
1975 ; Tashiro and Matsuda, 1983 ;田代・松田，1983a • b, 
1984 ;松田，1985; Tashiro and Takatsuka, 1991 ;廣瀬，
2001, 2005 ;/」沐公，2004; ;Jヽ木公ほか，2006)

これまでに御所浦層群産の腕足類化石について正
式な報告はなされていない． 御所浦層群の調査にお
いて 2種（属種未定）の腕足類化石が確認された ．

そのうち1種は， 獅子島から自生と推測される産状

で見つか った ． 本研究はこの獅子島産腕足類化石に
ついて， その産状とともに， 堆積相や岩相， 化石群

集から生息環境についての考察をおこなう ．

獅子島の御所浦層群
御所浦層群は松本(1938)によって定義され， 御

所浦島において下位よりl層 a • b部層， Il層 a~
e部層， m層に区分され， Tamura et al. (1967)によ
りrn層が a~d部層に細分された ． 塚脇(1995)は
下位より烏帽子層・江の口層・唐木崎 層と区分， 命
名した ． Komatsu and Maeda (2005)は塚脇(1995)
の区分を再定義し， 烏帽子層が田ノ尻部層・帆柱岩

部層・嵐口崎部層， 江の口層を外平部層・雁ノ鼻部
層に細分している．

獅子島の御所浦層群の層序は， Amano (1962)や
山本・速水(1971)により， 松本による区分と対比し，
下位からI層a·b部層， Il層a~e部層， m 層区分
されている． 田代・松田 は(1984)は下位から幣串
層下・中・上部層， 片側層， 立石層下・上部， 柏栗
層， 獅子島層下・上部層と区分している． 本研究の
腕足類化石は， 田代・松田(1984)による柏栗層お
よび立石層， 山本・速水(1971)によるIl b部層よ
り産出した ．


















